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医学生のための一般教育
　順天堂大学学長
片　山　　　　仁
　平成3年の大学設置基準の全面的な改正は6年一貫教育を前進させた．6年一貫教育では医学教
育を早期に開始し，一般教育と医学教育の相互乗り入れが行なわれるようになった．結果として一
般教育の期間の短縮は否定できない．これは一般教育を軽視しているわけではないことを再確認し
ておくべきである．しかし，医学生のための一般教育はいかにあるべきかを文系，理系を問わず創
意工夫する必要がある．大学においてさえも人間性を高める情操教育にもっとも関心を払わなけれ
ばならないからである．
　幼少時から過保護と受験戦争の中でもまれ，人間性の根幹である情操教育をないがしろにして育
てられた昨今の学生は，知識偏重の逆ピラミッド型の人間であり，極めて不安定である．よほどし
っかりした支えをしてやらなければ倒壊のおそれがある．人間は本来しっかりした情緒の上に知識
が積み重なっていくというピラミッド型であるべきであるのに，人間として情緒不安定で，資質が
十分でないまま国試に合格しても，良医はおろか迷医にしかなれないのではなかろうか．
　一般教育が医学を救うという考え方に立つべきであると思う．すばらしい人間を育て，それに専
門教育を施せば，はじめて役に立つ人間になるということである．逆に言えばすぐに役に立つ人間
を造ろうとすると，すぐに役に立たなくなるということであろう．よく旧制高等学校修了者と新制
大学卒業者を比較して後者の常識のなさを嘆かれるが，旧制高等学校の3年間はまさに人間形成に
重要な本体論的な教育がなされていた事は有識者の指摘しているところである．言熟した社会で教
養教育が崩壊しつつあることは，一つの社会的必然といわれるが，だからこそしっかりした理念の
もとでの一般教育が重要であるということである．医学生のための，良医をつくるための一般教育
とは何か，しっかりした理念のもとに具体化しなければならないと思う．一般教育の教員も，医学
教育の教員も互いに何を目指しているかを理解し，カリキュラムを構築していくべきである．医学
教育の6年間という長丁場でいかにモチベーションを維持させるかも重要である．医学教育も大き
く変わってきている．一般教育が昔のままで良いはずはない．医学とか一般という垣根を作らず，
一体感ある教育こそ医学生のための一般教育，或いは医学教育ではなかろうか．
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